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ζの書物は，イギリスのパス工科大学





(Investigation into Information Require. 
ments of the Social Sciences.略称 INFR
OSS)の予備調査として行なわれた社会科学
における利用者調査の批判的展望である。著
者は INFROSS計画に参加するため， 1968 
























の書名は次のとおりである。 M.B. Line; 
J. M. Brittain; F. A. Cranmer: Informa. 
tion requirements in the social sciences. 
Bath， University Library， 1971. 2 vols. <E. 
5) そこで， この書物の本格的紹介は何れ後







B. M. Line: The information uses and 
needs of social scientists: An overview 
of INFROSS; r Aslib ProceedingsJ 23 
(8)， p.412~434， Aug. 1971. B. Skelton: 
Comparison of results of science田町stud司
ieswith “Investigation into information re. 
quirements of the social sciences ". DISSS. 
Working paper. No. 1. Bath University 






























するばあいは needsと demandsは一致す 方法ーにかんする図書・論文，長後に結果の評
る。しかし利用者からの demandsが少ない !ili出よび情報の蓄積・検索システムの設計に




























は重要なデータとなるので，今後この方面に ず科学を pre-normal (規範以前)， normal 
関する研究が開発されなければならないだろ (規範的)， applied (応用〉と分類する T_S_ 
うという。 Kuhnの見解，科学を hardnessとsoftness
第3章は，著者独自の意見が見られる ζの に分類し，数学の使用をその分類基準にする



















ーダーであり，この計画の理論的基調をおい 性の指摘である。 プリテンは， H. Menze¥ 















第2のグループは，ライブラリアソやドキ ぐるものである。 ζれについては， L. Uyー
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